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火事だ！火を消せ !

 地震だ !机の下へ！

国
労
東
京
労
働
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座

     

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
題
点
を
学
習

in

壊
す
な
憲
法
９
条

　
　
　 

 
 
 
 
 
 

有
明
に
５
万
人
が
結
集

青
年
部
交
流
会

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国　  労　  東　  京（1）2016 年 6 月 5 日（毎月 1回５日発行） No. 1795

　

東
京
地
方
本
部
は
五
月
二
八
日
に
岸
町
ふ

れ
あ
い
館
（
王
子
）
に
お
い
て
、
国
労
東
京

労
働
講
座
を
開
催
し
た
。
今
年
の
労
働
講
座

で
は
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ね
ら
い
と
問
題
点
に
つ

い
て
、
青
山
学
院
大
学
講
師
の
岡
田
俊
明
先

生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
鎌
田
委
員
長
か
ら

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
状
況
と
、
政
治
情
勢

に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、
近
づ
く
参
議
院
選
挙

勝
利
に
向
け
た
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。

　

講
演
で
岡
田
先
生
か
ら
は
「
ま
ず
大
原
則
と
し

て
、
自
分
の
番
号
を
他
人
に
教
え
な
い
。
他
人
の

番
号
を
教
え
て
も
ら
わ
な
い
。番
号
の
使
い
道
は
、

税
金
、
社
会
保
障
、
災
害
時
、
と
言
わ
れ
て
い

る
。
使
用
分
野
が
昨
年
拡
大
さ
れ
、
メ
タ
ボ
検
診

と
予
防
接
種
履
歴
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り
の
情
報
を
各
官
庁
が
持
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
突
合
せ
は
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
ひ

も
づ
け
さ
れ
る
が
、
各
官
庁
間
で
の
情
報
共
有
は
さ

れ
ず
、
官
庁
間
で
情
報
が
必
要
な
場
合
は
、
各
都
道

府
県
・
各
市
町
村
共
同
設
立
の
Ｊ

－

Ｌ
Ｉ
Ｓ
（
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
）
と
い
う
共
同
法
人

を
通
じ
、
こ
こ
で
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
情
報
が

伝
達
さ
れ
る
。
こ
の
番
号
を
使
う
の
は
行
政
機
関
で

あ
っ
て
、個
人
が
便
利
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
こ
の
番
号
を
記
載
さ
れ
る

事
が
求
め
ら
れ
る
が
、
記
載
し
な
い
事
に
よ
る
罰
則

は
無
い
。
強
制
は
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
住
所
不
定

の
人
に
は
番
号
が
振
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
番
号
を

　

地
方
本
部
青
年
部
は
五
月
二
二
日
、「
青

年
部
交
流
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
青
年
部

員
・
家
族
会
が
参
加
し
た
。
今
回
は
、「
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
〜
防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
得
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
消
防
庁
・

池
袋
防
災
館
で
防
災
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

　

最
初
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
の
応
急
手
当
を
体
験
す
る
救
急

コ
ー
ナ
ー
、
続
い
て
煙
の
中
を
低
い
姿
勢
で
避

難
す
る
煙
コ
ー
ナ
ー
、
消
火
器
の
種
類
や
構
造

を
学
習
し
た
う
え
で
消
火
器
で
の
初
期
消
火
を

体
験
す
る
消
火
器
コ
ー
ナ
ー
、
最
後
に
東
日
本

大
震
災
の
揺
れ
を
体
験
す
る
地
震
コ
ー
ナ
ー

の
、
四
つ
の
防
災
体
験
学
習
を
体
験
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
事
故
や
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
即
時
・
的
確
に
対
処
で
き
る
か
ど

う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
」（
駅
で
働

く
組
合
員
）、「
最
近
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
各
地

で
地
震
が
発
生
し
、
日
々
怖
さ
を
感
じ
て
い
た
。

持
た
な
い
人
も
い
る
事
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
銀
行
や
証
券
会
社
、
各
会
社
で
番

号
の
提
出
・
記
載
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
官
庁
が
使
う
番
号
だ

が
、
健
保
組
合
、
銀
行
の
利
子
、
保
険
の
満
期
金
、

株
の
配
当
、
不
動
産
関
係
な
ど
使
い
道
は
多
く
、

民
間
会
社
で
も
顧
客
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
こ

と
に
な
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
さ
れ
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
何
か
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
な

と
漠
然
と
思
い
つ
つ
、
ふ
だ
ん
見
過
ご
さ
れ
て
い

る
問
題
は
、
日
常
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。
今
後

も
東
京
地
本
で
は
こ
う
し
た
問
題
も
取
り
上
げ
て

ゆ
く
の
で
、学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

地
震
や
火
事
の
発
生
時
に
、
冷
静
に
そ
の
場
に
応
じ

た
必
要
な
行
動
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

（
家
族
）、
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
は
防
災
体
験
学
習
終
了
後
、
会
場
を

移
し
て
さ
ら
に
交
流
を
深
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
集
ま
り
、
語
り
合
い
、
学
び
合
う
場

を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
確
認
し
合
い
青
年

部
交
流
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

　

五
月
三
日
に
、
有
明
防
災
公
園
に
お
い
て
五
・

三
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
（
戦
争
を
さ
せ
な
い

一
〇
〇
〇
人
委
員
会
、
解
釈
で
憲
法
九
条
を
壊

す
な
！
実
行
委
員
会
な
ど
多
く
の
団
体
の
協

賛
・
賛
同
に
よ
る
）
主
催
の
「
平
和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！
五
・
三
憲
法
集
会
」
が
開
催
さ
れ

五
万
人
の
市
民
・
労
働
者
が
集
ま
り
、
国
労
東

京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

集
会
に
は
民
進
党
・
社
民
党
・
共
産
党
・
生

活
の
党
の
ト
ッ
プ
が
参
加
、
年
齢
一
〇
一
歳

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
む
の
た
け
じ
さ
ん
も
壇
上

に
上
が
り
「
戦
争
は
始
ま
れ
ば
止
め
よ
う
が
な

い
。
戦
争
に
反
対
し
て
頑
張
り
抜
こ
う
」、
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
の
奥
田
さ
ん
か
ら
は
「
憲
法
に
書
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26歳
35歳

国労
加入

歓迎

本
郷
台
駅

か
れ
て
い
る
言
葉

は
、
大
昔
の
人
の

言
葉
で
は
な
く
私

た
ち
の
言
葉
だ
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
た
ち
か
ら
護
憲

平
和
へ
の
ア
ピ
ー

ル
が
さ
れ
た
。

　

集
会
後
、
豊
洲

コ
ー
ス
と
台
場
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て

デ
モ
行
進
が
行
わ

れ
、
沿
道
の
人
た

ち
へ
平
和
を
訴
え

て
き
た
。

2名同時加入!



〒105-0004　東京都港区新橋5-15-5  交通ビル3F

〒163-0456

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※

新松戸駅で

国労東京　法律相談

大
宮
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年
部

学
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流
会

大
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上
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反

戦

平

和

を

訴

え

る

第

　

回
日比谷

メ
ー
デ
ー

87

１４時 ～16時（一回３０分）
毎月第ニ水曜　（8 月は除く）

★初回無料★できるだけ予約を
労 働 問 題 だ け で な く 、 交 通 事 故
相 続 ・ パ ワ ハ ラ な ん で も ど う ぞ
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東
京
地
方
本
部
は
、
五
月
一
一
日
に
隔
月
で
行

っ
て
い
る
組
織
対
策
オ
ル
グ
を
行
っ
た
。
今
回
は

上
野
支  

部
の
協
力
で
、
常
磐
線
各
駅
を
訪
問
し
た
。

　

一
行
は
上
野
駅
に
集
合
し
、
二
手
に
分
か
れ

常
磐
線
各
駅
と
南
流
山
駅
を
訪
問
し
、
組
合
員

を
激
励
、
職
場
の
問
題
が
無
い
か
な
ど
の
交
流

を
行
っ
た
。

　

今
後
も
地
方
本
部
は
、
職
場
オ
ル
グ
を
行
っ

て
い
く
の
で
、
各
級
機
関
・
各
組
合
員
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。

第
八
七
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
、
五
月
一
日
に

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
八
〇
〇
〇
名

の
労
働
者
が
集
ま
り
、
東
京
地
方
本
部
か
ら
も
、

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
は
、
東
京
地
本
・
鎌
田
委

員
長
が
行
い
、
そ
の
後
非
正
規
雇
用
、
外
国
人

労
働
者
、
争
議
団
、
反
戦
平
和
に
つ
い
て
訴
え

が
さ
れ
た
。
今
年
は
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
と
中
央

メ
ー
デ
ー
（
代
々
木
公
園
）
相
互
に
連
帯
の
挨

拶
が
さ
れ
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
で
は
全
労
連
・

井
上
事
務
局
長
が
、
中
央
メ
ー
デ
ー
で
は
全
労

協
・
中
岡
事
務
局
長
が
、
相
互
に
あ
い
さ
つ
を

行
う
、
歴
史
的
な
メ
ー
デ
ー
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
土
橋
コ
ー
ス
と
鍛
冶
橋
コ
ー
ス
に

分
か
れ
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、
沿
道
の
市
民
に
、

平
和
と
民
主
主
義
、
反
戦
平
和
、
労
働
法
制
改

悪
反
対
、
反
原
発
な
ど
を
訴
え
た
。

大
宮
地
区
本
部
青
年
部
は
、
五
月
二
〇

日
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
ビ
ル
に
お
い
て
第

一
回
青
年
学
習
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
東
京
共
同
法
律
事
務
所
の
村
上

弁
護
士
を
講
師
に
招
き
、「
労
働
組
合
入
門
」
と

い
う
内
容
で
講
義
を
受
け
た
。
労
働
組
合
の
目
的

や
機
能
を
は
じ
め
、
組
合
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
労
働
組
合
に
つ
い
て
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
初
歩
的
な
内

容
か
ら
学
習
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
ま
た
こ
の
よ

う
な
学
習
を
今
後
も
継
続
し
、
労
働
条
件
の
改
善

や
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

東
京
地
本
定
例
オ
ル
グ
実
施


